
鋼種 C Si Mn P S Cr Ni Mo
0Cｒ 0.0117 0.3 0.5 0.031 0.005 0.011 0 0
5Cr 0.0112 0.266 0.52 0.03 0.005 4.88 0 0
7Cr 0.0105 0.27 0.53 0.031 0.005 7.15 0 0
9Cr 0.0114 0.27 0.52 0.029 0.0051 9.07 0 0
11Cr 0.0098 0.26 0.52 0.03 0.005 11.11 0 0
13Cr 0.0108 0.27 0.51 0.029 0.006 12.9 0 0
16Cｒ 0.0094 0.27 0.53 0.03 0.005 16.09 0 0
SR235 0.1 0.18 0.49 0.022 0.018 0 0 0
SUS304 0.062 297 1.02 0.03 0.006 18.28 8.15 0.051

表 1 使用鋼材の成分表 (%) 
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1．はじめに 
 一部の鉄筋コンクリート部材において、塩害による鉄筋腐食が発生している。そこで近年、この腐食を抑制

するために、様々な対策が考えられている。例えば、炭素鋼に代わる新素材（新しい鋼種）として、Cr 鋼や
ステンレス鋼が着目されている。              
以上のことから本研究では、Cr 鋼やステンレス鋼を埋設したモルタル部材における、曲げひび割れ部およ
びひび割れ近傍の肌離れ部分 1）における塩化物腐食の機構を評価することを目的とし、実験的検討を実施し

た。 
 
２．実験概要 
モルタル供試体を図 1 に示す。3 点曲げ載荷を施し、曲
げひび割れを設けた。したがって、曲げひび割れ近傍にお

いて鉄筋とモルタルの肌離れ部分 1）が形成された。本研究

では、この肌離れ部分も考慮し、塩化物腐食を評価するこ

とが特徴である。そのため、また、内部の鋼材として、表

1に示す Cr含有量の異なる全７種類の Cr鋼、ステンレス
鋼（SUS304）および炭素鋼（SR235）を使用した。さら
に、腐食電流密度の分布を測るために、鋼材を分割した。 
 初期養生後、[3%塩水噴霧 1 日+乾燥 2.5 日]を 1 サイク
ルとして、塩害促進暴露を行なった。なお塩水噴霧は、ひび割れ開口面に対して行なった。その後、暴露期間

が 28日目、56日目および 91日目において、文献 2）を参考にして腐食電流を測定した。ここで、鋼材要素間

を流れる腐食電流をマクロセル腐食電流、鋼材要素内を流れる電流をミクロセル腐食電流と定義した。また、

マクロセル腐食電流密度とミクロセル腐食電流密度の和を、総腐食電流密度とした。さらに、91 日間の暴露
後には、内部の鋼材を取り出し、腐食状況の観察および腐食減量を測定した。 
                            
3．実験結果と考察 
 図 2に、暴露期間が 91日目における総腐食電流密度
の分布を示す。これによれば、SR235 および 0Cr 鋼に
おいて，ひび割れ部およびその近傍で腐食の傾向がみら

れた。また 5Cr 鋼において、微小ではあるが腐食の傾
向がみられた。一方、Cr 含有量が 11%以上の Cr 鋼お
よび SUS304 において、腐食電流密度は極めて低いこ
とが認められた。なお、SR235に対して SUS304は，約 60倍の耐食性を有していることが認められる。 
キーワード： 塩害、腐食、SUS304、Cr鋼、曲げひび割れ、肌離れ部 
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 図 3は、各鋼種における Cr含有量と最高総腐食電流
密度の関係を示す。これによると、Cr含有量が増加す
るに伴い、総腐食電流密度が低下することが認められ

る。特に、Cr含有量 11%以上の Cr鋼および SUS304
において、高い耐食性を有していることが認められる。

しかしながら、Cr含有量がほぼ同等であるにもかかわ
らず、SR235と 0Cr鋼においては、前者の腐食電流密
度が高いことが認められる。このことから、Cr含有量
が防食効果に及ぼす影響は、鋼種によって異なると考

えられ、Cr以外の成分の含有量も関係すると考えられ
る。 
 図 4は、暴露期間 91日目におけるSUS304とSR235
の腐食減量率を示す。これによると、ひび割れ部にお

ける腐食減量率は、SR235 において約 1.4%であり、
一方 SUS304 においてほぼ 0 であった。また、図 5
に示すとおり、SUS304 において腐食生成物は確認で
きず、耐食性に優れていることが目視観察においても

確認された。 
 
4．結論と今後の展望 
 本研究で得られた主な知見を下記する。 
 1）曲げひび割れ部に生じる塩害腐食に対して、
SUS304および Cr含有量が 11%以上の Cr鋼は、高い
耐食性を有する。 
 2）Cr含有量がほぼ同等の鋼種であっても，Cr以
外の成分含有量の相違によって、防食効果が異なる。 
 今後の展望として、鋼材（SUS304や Cr鋼）を運
搬する際に生じるキズが腐食に及ぼす影響や、溶接

部の腐食形態を評価・検討する。 
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図 3 Cr含有量と最高総腐食電流密度 
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図 5 ひび割れ部鋼材の腐食状況 
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